
プロセッサ

•プロセッサ（1ページ）

プロセッサ
次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して行うことができるプロセッ
サの BIOS設定を示しています。

サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

この値を指定

するには、
[CPU
Performance]
を [Custom]に
設定する必要

があります。

[Custom]以外
の値の場合

は、このオプ

ションより

も、選択され

た CPUパ
フォーマンス

プロファイル

の設定が優先

されます。

無効、有効

•無効：こ
のオプ

ションは

無効で

す。

•有効：こ
のオプ

ションは

有効で

す。

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

プロセッサで

必要な行のみ

を取得するの

ではなく、偶

数または奇数

のペアの

キャッシュ行

を取得するか

どうか設定し

ます。

[隣接キャッ
シュ行のプリ

フェッチ

（Adjacent
Cache Line
Prefetcher）]

プロセッサ
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

自動、300、
900、1500、
3000

• [Auto]：
物理的な

高度を

CPUに
よって判

別しま

す。

• .n M（n
が 300、
900、
1500、
3000の場
合）：

サーバー

は海抜約

nメート
ルです。

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

物理サーバが

インストール

されている地

点のおよその

海抜（m単
位）。

[高度
（Altitude）]

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

HALT命令を
MWAIT命令
に変換する

CPU自律
C-stateを有効
にします。

[自律コアC状
態

（Autonomous
Core C
state）]

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

これにより、

CPU自律状態
が有効または

無効になりま

す。

[CPU自律 C
状態（CPU
Autonomous C
State）]

プロセッサ
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

オペレーティ

ングシステム

のハンドオフ

前に設定され

る BIOSパ
フォーマンス

状態を選択で

きます。

[ブートパ
フォーマンス

モード（Boot
Performance
Mode）]

Rowhammerス
タイルの攻撃

を軽減するた

めに、この設

定は無効のデ

フォルト状態

のままにする

ことを推奨し

ます。

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

メモリがアク

ティブで、指

定されたウィ

ンドウ内でリ

フレッシュを

実行するとき

に、メモリコ

ントローラが

リフレッシュ

サイクルを延

期できるよう

にします。遅

延リフレッ

シュサイクル

は、複数のリ

フレッシュサ

イクルのバー

ストで実行さ

れる場合があ

ります。

バーストリフ

レッシュおよ

び遅延リフ

レッシュ

プロセッサ

3

プロセッサ

プロセッサ



サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

自動、0、1

•自動：
SMUの自
動 ApbDis
を設定し

ます。こ

れがデ

フォルト

のオプ

ションで

す。

• 0：SMU
への

ApbDisを
クリアし

ます。

• 1：SMU
への

ApbDisを
セットし

ます。

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

SMUの
APBDIS（アル
ゴリズムパ

フォーマンス

ブースト

（APB）無効
化）値を選択

できます。

APBDIS

プロセッサ
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

このトークン

は、7xx2およ
び 7xx3モデル
のプロセッサ

を搭載した

サーバーにの

み適用されま

す。

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

1つ以上のコ
アの動作を停

止する機能を

提供します。

シリコン回路

でサポートさ

れています。

OSの制限、ま
たはシステム

の電力削減要

件により、コ

ア数を減らす

ことが望まし

い場合があり

ます。この項

目により、実

行中のコアの

数を制御でき

ます。この設

定では、プロ

セッサで使用

可能なコアの

数を減らすこ

としかできま

せん。

ダウンコア制

御

プロセッサ
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

自動、2
（2+0）、2
（1+1）、3
（3+0）、6
（3+3）、4
（2+2）、4
（2+0）

•自動：有
効化する

必要のあ

るコアの

数を CPU
で判断し

ます。こ

れがデ

フォルト

のオプ

ションで

す。

• 2（2+0）/
（1+1）：
片方の

CPUコン
プレック

スで 2つ
のコアを

有効にし

ます。

• 3
（3+0）：
1つの
CPUコン
プレック

スで 3つ
のコアを

有効にし

ます。

• 4（4+0）/
（2+2）：

プロセッサ
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

1つの
CPUコン
プレック

スで 4つ
のコアを

有効にし

ます。

• 6
（3+3）：
1つの
CPUコン
プレック

スで 6つ
のコアを

有効にし

ます。

自動、無効、

有効

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

ストリーミン

グストア機能

を有効にしま

す。

ストリーミン

グストア制御

プロセッサ
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

自動、P0、
P1、P2、P3

•自動：プ
ロセッサ

に適した

有効な P
状態を設

定しま

す。これ

がデフォ

ルトのオ

プション

です。

• P0～
P3：最高
の SOC P
状態から

最低の

SOC P状
態。

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

このオプショ

ンは、APBDIS
（アルゴリズ

ムパフォーマ

ンスブースト

（APB）無効
化）が設定さ

れている場合

のターゲット

Pステートを
定義します。

P-xは、取り付
けられている

プロセッサの

有効な Pス
テートを指定

します。

固定された
SOC P-State

自動、無効、

有効

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

システムで長

時間のアイド

ル状態が予想

される場合、

この制御によ

り、システム

は、システム

をさらに低電

力状態に設定

できる DF C
ステートに移

行できます。

DF C-State

自動、無効、

有効

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

システムで有

効にしたい電

荷結合デバイ

スCCDの数を
指定できま

す。

CCD制御

プロセッサ
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

自動、無効、

有効

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

1つ以上のコ
アの動作を停

止する機能を

提供します。

シリコン回路

でサポートさ

れています。

OSの制限、ま
たはシステム

の電力削減要

件により、コ

ア数を減らす

ことが望まし

い場合があり

ます。この項

目により、実

行中のコアの

数を制御でき

ます。この設

定では、プロ

セッサで使用

可能なコアの

数を減らすこ

としかできま

せん。

[CPUダウンコ
ア制御（CPU
Downcore
control）]

プロセッサ
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効C225M6, C245
M6

4.2(1)同時マルチス

レッド化

（SMT）は、
複数の命令ス

トリーム（ス

レッド）を同

じ物理プロ

セッサー上で

同時に実行で

きるようにす

るプロセッサ

テクノロジー

であり、全体

的なスルー

プットを向上

させます。

[CPU SMT
モード（CPU
SMT Mode）]

自動、無効、

有効

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.2(1)各CCXがその
オンドメイン

にあると宣言

されている物

理ドメインの

上に仮想ドメ

インのレイ

ヤーを作成し

ます。

NUMAドメイ
ンとしての
ACPI SRAT
L3キャッシュ

自動、片道か

ら四方

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

CPUがメモリ
ブロックを分

割して、イン

ターリーブさ

れたチャネル

間にデータの

連続部分を分

散し、同時読

み取り動作を

有効にするか

どうか設定し

ます。

[チャネルイン
ターリーブ

（Channel
Interleaving）]

プロセッサ
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

このオプショ

ンは、18 Gbps
XGMIリンク
速度を有効に

します。

Cisco xGMIの
最大速度

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

クローズド

ループサーマ

ルスロットリ

ングを構成す

るには

[クローズド
ループサーマ

ルスロットリ

ング（Closed
Loop Thermal
Throttling）]

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

CMCIの生成
を有効にしま

す。

[プロセッサ
CMCI
（Processor
CMCI）]

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

TDPを構成す
るには。

[TDP構成
（Config
TDP）]

通常、レベル

1、レベル 2
すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

熱設計出力

（TDP）のカ
スタマイズさ

れた値を設定

できます。

設定可能な

TDPレベル

プロセッサ
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

オペレーティ

ングシステム

がこの機能を

サポートする

かどうかにつ

いては、オペ

レーティング

システムのベ

ンダーに問い

合わせること

を推奨しま

す。

すべて、1～
64

• [All]：す
べての論

理プロ

セッサコ

アの多重

処理を有

効にしま

す。

• 1～64：
サーバー

で実行可

能な CPU
あたりの

論理プロ

セッサコ

アの数を

指定しま

す。マル

チプロ

セッシン

グを無効

にして、

サーバー

で動作す

る CPUご
との論理

プロセッ

サコアを

1つのみ
にするに

は、[1]を
選択しま

す。

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6、
B200 M6、
X210C M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
4.2(1)、
5.0(1)、5.0(2)

パッケージ内

の CPUごとの
論理プロセッ

サコアの状態

を設定しま

す。値として

[すべて
（All）]を選
択すると、

Intelハイパー
スレッディン

グテクノロ

ジーも有効に

なります。

Core Multi
Processing

プロセッサ
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

電源テクノロ

ジーをカスタ

ムに設定する

必要がありま

す。そのよう

にしない場

合、このパラ

メータの設定

は無視されま

す。

パフォーマン

ス、バランス

の取れたパ

フォーマン

ス、バランス

の取れたエネ

ルギー、エネ

ルギー効率

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

システムパ

フォーマンス

またはエネル

ギー効率がこ

のサーバで重

要かどうかを

決定できるよ

うにします。

[エネルギーパ
フォーマンス

（Energy
Performance）]

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

アイドル状態

のときに CPU
を最大非ター

ボ周波数未満

にすることが

できるかどう

か設定しま

す。

[周波数フロア
オーバーライ

ド（Frequency
Floor
Override）]

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

サーバー設定

を自動的に調

整することに

よる CPUパ
フォーマン

ス。

[CPUパフォー
マンスプロ

ファイル

（CPU
Performance）]

無効、エネル

ギー効率、カ

スタム、パ

フォーマンス

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

Enhanced Intel
Speedstep
Technology、
Intelターボ
ブーストテク

ノロジー、お

よびプロセッ

サパワース

テート C6の
CPU電源管理
設定を構成で

きます。

[電源テクノロ
ジー（Power
Technology）]

プロセッサ
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

CPUまたは
I/Oから読み取
り要求があっ

た時に発生し

たシングル

ビットメモリ

エラーを、シ

ステムで修正

するかどうか

設定します。

[スクラブを要
求（Demand
Scrub）]

自動、無効、

有効

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

プロセッサ

で、データを

I/Oデバイスか
ら直接プロ

セッサキャッ

シュに入れる

ことにより、

I/Oパフォーマ
ンスを向上さ

せることがで

きます。この

設定はキャッ

シュミスを減

らすのに役立

ちます。

[ダイレクト
キャッシュア

クセスのサ

ポート

（Direct Cache
Access
Support）]

自動、バラン

ス、パフォー

マンス、エネ

ルギー効率

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

メモリ帯域幅

と消費電力に

関してシステ

ム設定を調整

できます。

[DRAMク
ロックスロッ

トリング

（DRAM
Clock
Throttling）]

プロセッサ
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

エネルギー効

率の高いター

ボが有効に

なっている場

合、CPUの最
適なターボ周

波数は、CPU
使用率に基づ

いてダイナ

ミックになり

ます。パワー/
パフォーマン

スのバイアス

設定も、エネ

ルギー効率の

高いターボに

影響します。

[エネルギー効
率ターボ

（Energy
Efficient
Turbo）]

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

BIOSまたは
OSによってエ
ネルギーパ

フォーマンス

のバイアス調

整をオンにで

きるかどうか

を指定しま

す。オプショ

ンは [BIOS]と
[OS]です。

[エネルギーパ
フォーマンス

チューニング

（Energy
Performance
Tuning）]

プロセッサ
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

プロセッサで

拡張版 Intel
SpeedStepテク
ノロジーを使

用するかどう

か設定しま

す。このテク

ノロジーで

は、プロセッ

サの電圧やコ

ア周波数をシ

ステムが動的

に調整できま

す。このテク

ノロジーによ

り、平均電力

消費量と平均

熱発生量が減

少する可能性

があります。

[拡張 Intel
Speedstepテク
ノロジー

（Enhanced
Intel
Speedstep\（R\)
Technology）]

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

システムパ

フォーマンス

またはエネル

ギー効率がこ

のサーバで重

要かどうかを

決定できるよ

うにします。

プロセッサ

EPPの有効化

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

システムパ

フォーマンス

またはエネル

ギー効率がこ

のサーバで重

要かどうかを

決定できるよ

うにします。

[EPPプロファ
イル（EPP
Profile）]

プロセッサ
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プロセッサ

プロセッサ



サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

サーバーのメ

モリ領域を分

類し、アプリ

ケーション

コードを実行

可能な場所を

指定します。

この分類の結

果、悪意のあ

るワームが

バッファに

コードを挿入

しようとした

場合、プロ

セッサでコー

ドの実行を無

効化します。

この設定は、

損害、ワーム

の増殖、およ

び特定クラス

の悪意のある

バッファオー

バーフロー攻

撃を防止する

のに役立ちま

す。

Execute
Disable Bit

無効、有効、

X2APIC、
XAPIC

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

Application
Policy
Infrastructure
Controller
（APIC）アー
キテクチャタ

イプを設定で

きます。

[ローカル X2
Apic（Local
X2 Apic）]

プロセッサ
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プロセッサ

プロセッサ



サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

プロセッサ

で、インテル

ハードウェア

プリフェッ

チャが必要に

応じてデータ

および命令ス

トリームをメ

モリから取得

し、統合 2次
キャッシュに

入れることを

許可するかど

うか設定しま

す。

[ハードウェア
プリフェッチ

（Hardware
Prefetcher）]

無効、HWPM
ネイティブ

モード、
HWPM OOB
モード

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

プロセッサの
Hardware
Power
Management
（HWPM）を
有効にしま

す。

[CPUハード
ウェアパワー

管理（CPU
Hardware
Power
Management）]

自動、1方向
インターリー

ブ、2方向イ
ンターリーブ

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

この BIOSオ
プションは、
Integrated
Memory
Controller
（IMC）間の
インターリー

ブを制御しま

す。

[IMCインター
リーブ（IMC
Interleaving）]

プロセッサ
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効すべてのM5
サーバー、

B200 M6、
X210C M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
5.0(1)、5.0(2)

Intelダイナ
ミック速度選

択モードで

は、ユーザー

は自動モード

で異なる速度

とコアを使用

して CPUを動
作させること

ができます。

Intel Dynamic
Speed Select

無効、有効すべてのM5
サーバー

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、4.1(3)

プロセッサで

インテルハイ

パースレッ

ディングテク

ノロジーを使

用するかどう

か設定しま

す。このテク

ノロジーで

は、マルチス

レッドソフト

ウェアアプリ

ケーションの

スレッドを各

プロセッサ内

で並列に実行

できます。

[インテルハイ
パースレッ

ディングテク

ノロジー

（Intel
HyperThreading
Tech）]

プロセッサ

19

プロセッサ

プロセッサ



サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効すべてのM5
サーバー

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、

プロセッサで

インテルター

ボブーストテ

クノロジーを

使用するかど

うか設定しま

す。このテク

ノロジーで

は、仕様より

も低い電力、

温度、または

電圧でプロ

セッサが動作

していると、

自動的にその

プロセッサの

周波数が上が

ります。

[インテルター
ボブーストテ

クノロジー

（Intel Turbo
Boost Tech）]

無効、有効すべてのM5
サーバー

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、4.1(3)

Intel
Virtualization
Technology for
Directed I/O
（VT-R）をプ
ロセッサで使

用するかどう

か設定しま

す。

Intel(R) VT

無効、有効すべてのM5
サーバー

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、4.1(3)

プロセッサで

DCU IPプリ
フェッチメカ

ニズムを使用

して履歴

キャッシュア

クセスパター

ンを分析し、

L1キャッシュ
内で最も関連

性の高い行を

プリロードし

ます。

[DCU IPプリ
フェッチ

（DCU IP
Prefetcher）]

プロセッサ

20

プロセッサ

プロセッサ



サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効すべてのM5
サーバー

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、4.1(3)

KTIプリ
フェッチは、

DDRバス上で
メモリ読み込

みが早期に開

始されるよう

にするメカニ

ズムです。

[KTIプリ
フェッチ

（XPT
Prefetch）]

無効、有効すべてのM5
サーバー

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

プロセッサが

LLCプリ
フェッチメカ

ニズムを使用

してデータを

LLCにフェッ
チするかどう

か設定しま

す。

LLCプリ
フェッチ

（LLC
Prefetch）

無効、有効すべてのM5
サーバー

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、4.1(3)

メモリの更新

中に別のメモ

リにアクセス

できるよう

に、CPUが物
理メモリをイ

ンターリーブ

するかどうか

設定します。

Intelメモリイ
ンターリーブ

パッケージ C
の状態制限を

変更する場合

は、電源テク

ノロジーがカ

スタムに設定

されているこ

とを確認しま

す。

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

アイドル時に

サーバコン

ポーネントが

使用できる電

力量を設定し

ます。

[パッケージ C
Stateリミット
（Package C
State Limit）]

プロセッサ
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

間隔が短いほ

ど、スクラブ

により多くの

メモリ帯域幅

が使用されま

す。

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

フルメモリス

キャンの間隔

を設定しま

す。

[パトロールス
クラブ

（Patrol
Scrub）]

プロセッサ
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効

•有効：シ
ステムは

定期的に

メモリを

読み書き

して ECC
エラーを

探しま

す。エ

ラーが見

つかる

と、シス

テムは修

復を試み

ます。こ

のオプ

ションに

より、単

一ビット

エラーは

複数ビッ

トエラー

になる前

に修正さ

れる場合

がありま

すが、パ

トロール

スクラブ

の実行時

にパ

フォーマ

ンスが低

下する場

合もあり

ます。

•無効：
CPUがメ
モリアド

プロセッサ
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プロセッサ



サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

レスの読

み取りま

たは書き

込みを行

うときの

み、シス

テムはメ

モリの

ECCエ
ラーを

チェック

します。

プラット

フォームのデ

フォルト

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

システムに、5
～ 23時間間隔
でサーバーの

メモリ（未使

用部分も含

む）における

単一ビットメ

モリエラーを

検出させて修

復させるかど

うか設定しま

す。

[パトロールス
クラブ間隔

（Patrol Scrub
Interval）]

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

C1に入ってプ
ロセッサが最

低周波数に遷

移できるよう

にします。こ

の設定は、

サーバをリ

ブートするま

で有効になり

ません。

[プロセッサ
C1E
（Processor
C1E）]

プロセッサ
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効、

ACPI C2、
ACPI C3

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

プロセッサか

らオペレー

ティングシス

テムに C3レ
ポートを送信

するかどう

か。

[プロセッサ
C3レポート
（Processor C3
Report）]

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

プロセッサか

らオペレー

ティングシス

テムに C6レ
ポートを送信

するかどう

か。

[プロセッサ
C6レポート
（Processor C3
Report）]

自動、無効、

有効

C225 M5、
C245 M5、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

AMDプロセッ
サが IOベース
の Cステート
ジェネレー

ションおよび

DF Cステート
を制御するか

どうかです。

[CPU C State]

電源テクノロ

ジーをカスタ

ムに設定する

必要がありま

す。そのよう

にしない場

合、このパラ

メータの設定

は無視されま

す。

SW All、HW
All、SW Any

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

BIOSがオペ
レーティング

システムに

P-stateサポー
トモデルを伝

達する方法を

定義できま

す。Advanced
Configuration
and Power
Interface
（ACPI）仕様
では、次の 3
つのモデルが

定義されてい

ます。

[P-Stateの調
整（P-STATE
Coordination)]

プロセッサ
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

BIOS、OS、
PECI

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

BIOSまたは
OSによってエ
ネルギーパ

フォーマンス

のバイアス調

整をオンにで

きるかどうか

を指定しま

す。オプショ

ンは [BIOS]と
[OS]です。

[電力パフォー
マンス調整

（Power
Performance
Tuning）]

自動、

9.6GT/S、
10.4GT/S、
11.2GT/S、
12.8GT/s、
14.4GT/s、
16.0GT/s

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6、
B200 M6、
X210C M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
4.2(1)、
5.0(1)、5.0(2)

拡張 APICサ
ポートをイ

ネーブルまた

はディセーブ

ルにできま

す。

UPI Link
Frequency
Select

自動、1方
向、2方向、4
方向、8方向

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

1つのランク
を更新中に別

のランクにア

クセスできる

よう、CPUが
メモリの物理

ランクをイン

ターリーブす

るかどうか設

定します。

[ランクイン
ターリーブ

（Rank
Interleaving）]

プロセッサ
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

プロセッサで

AMD同時マル
チスレッディ

ング

（Simultaneous
MultiThreading）
テクノロジー

を使用するか

どうかを指定

します。この

テクノロジー

では、マルチ

スレッドソフ

トウェアアプ

リケーション

のスレッドを

各プロセッサ

内で並列に実

行できます。

[SMTモード
（SMT
Mode）]

無効、有効、

SNC2、SNC4
すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

CPUがサブ
NUMAクラス
タリングをサ

ポートするか

どうか設定し

ます。そのク

ラスタリング

では、タグ

ディレクトリ

とメモリチャ

ネルは常に同

じ領域になり

ます。

[サブ NUMA
クラスタリン

グ（Sub Numa
Clustering）]

プロセッサ
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

プロセッサで

DCU IPプリ
フェッチメカ

ニズムを使用

して履歴

キャッシュア

クセスパター

ンを分析し、

L1キャッシュ
内で最も関連

性の高い行を

プリロードし

ます。

[DCUスト
リーマプリ

フェッチ

（DCU
Streamer
Prefetch）]

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

プロセッサが

AMDセキュア
仮想マシンテ

クノロジを使

用するかどう

か設定しま

す。

[SVMモード
（SMT
Mode）]

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6、
B200 M6、
X210C M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、
4.2(1)、
5.0(1)、5.0(2)

プロセッサの

非コア部分の

周波数のス

ケーリングを

設定できま

す。

非コア周波数

スケーリング

平衡化、I/O
重視、

NUMA、UMA

すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

この機能を使

用すると、

ワークロード

を最適化でき

ます。

[ワークロード
設定

（Workload
Configuration）]

プロセッサ
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サポートされる属性説明名前

依存関係値プラット

フォーム

バージョン

無効、有効すべてのM5
サーバー、

C220 M6、
C240 M6、
C225 M6、
C245 M6

4.0(2)、
4.0(4)、
4.1(1)、
4.1(3)、4.2(1)

XPTプリ
フェッチを使

用して、最後

のレベルの

キャッシュに

読み取り要求

を送信できる

ようにして、

その要求のコ

ピーをメモリ

コントローラ

のプリフェッ

チャに発行す

るかどうか設

定します。

[XPTプリ
フェッチ

（XPT
Prefetch）]

無効、有効C220M6、
C240M6、
B200M6、
X210C M6

4.2(3)OSが x2APIC
で動作してい

ないときに、

OSが拡張
xAPIC
（x2APIC）
モードを有効

にしないよう

にします。

X2APICオプ
トアウトフラ

グ

プロセッサ
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プロセッサ
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翻訳について
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